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日本企業にも好機！ インドの地殻が動いた
第１回 ｢３度目の独立｣を果たし､前進するインド

モディ首相は久方ぶりの「インド統一」を成し遂げた（写真：ロイター／アフロ）

インドが今、大きく変わろうとしています。いったい何が、どのように変わろうと
しているのか、そして日本にはどのような影響があるのか。こうした点を、この連載
で明らかにしていきます。

インド国民の最初の独立が1947年の英国支配からの独立だとすると、２回目は規
制だらけの制度から自由になった1991年の経済自由化といえます。そして2014年５
月、ナレドラ・モディ氏率いるインド人民党（ＢＪＰ）主導の野党連合が第16回下
院議員選挙に圧倒的勝利を収め、これまでのインドと決別しました。これが３度目の
独立といえます。

この国民の審判に世界は注目しました。ＢＪＰを勝利に導いた下院総選挙は全国に
93万ある投票所の170万台の投票機械を通じて約６週間にわたって実施されました。

http://toyokeizai.net/
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投票率は66.4％。５月16日に開票され、インド中の国民がテレビにくぎ付けになっ
て結果を見守りました。

1億5000万人が初めて選挙に参加

結果は、10年にわたって野にあったＢＪＰの地滑り的な大勝利でした。ＢＪＰの獲
得した議席は、543議席のうち282議席。ひとつの党が過半数の議席を獲得したの
は、国民会議派以外ではインドの国会が始まって以来のことです。

この結果は、変化するインド人を映し出したものでした。インドは人口の65％が
35歳以下という若者の国。今回、初めて選挙権を行使した18歳から23歳の若者は1
億5000万人もいました。彼らは多くの希望を抱き、貧困やさまざまな問題をインド
から一掃したいと考える新しい世代であり、コスモポリタンでもあるのです。

彼らはカーストや地域による問題や宗教主導の政治には関心を払わず、強力なリー
ダーシップと決断力で機能不全に陥ったインドの政治と低迷する経済を立て直し、汚
職を撲滅して雇用を生み出すリーダーを求めていました。

ＢＪＰは優位に選挙運動を進め、そのスローガンは“ナレドラリズム”と呼ばれるム
ーブメントを巻き起こし、成長に向けて共に努力しようという空気をインド国民の間
に醸成していきました。モディ首相が半年の間に演説した集会は1800を数え、その
すべてがモディ氏の話を聞こうとする人々であふれかえりました。

モディ首相は「問題を解決すれば、インドは２ケタの経済成長を実現できる」と明
言しただけに、新政権に寄せる人々の期待は、非常に高いものがあります。

この連載を進めるにあたり、まずは「モディ政権下のインド」とはどのような国に
なるのか、５つに分けて概観しておきます。

100万人の新規雇用でＧＤＰ成長は１％上乗せ

（１）経済成長が加速

インドは地方の利害を代表する地方政党が1000以上も存在するため、国としてま
とまらず、それが政治的な問題を引き起こすこともよくありました。しかし、今では
単独の全国政党が下院で過半数を獲得したため、政策決定や司法・裁判、州間の通商
といった懸案事項が一気に動き出すはずです。

モディ政権は政策決定に州政府の意見を取り入れることで、経済成長、貧困撲滅、
教育と健康という問題を全国的に解決することが可能になります。貿易やその他の政
策が適切であれば、製造業と農業の発展が促され、それが雇用の創出にもつながりま
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す。アナリストによれば、100万人の雇用がＧＤＰ成長率を１％押し上げるそうで
す。つまり、もし、300万人の雇用を生み出せば、現在のＧＤＰ成長率５％を８％に
引き上げることができるわけです。

（２）各種手続きが簡便に

現在、インドで会社を設立しようとすると、70から80の手続きが必要で、これが
国内企業および外国企業にとって大きな障壁となっています。労働法も従業員を雇用
する際に二の足を踏みたくなる複雑なものでした。モディ政権はこれを改革します。
ごく一部の大型案件を除き、すべての手続きが州レベルで終わるワンストップの窓口
を創設する予定です。

すでに事務手続きを簡略化し、あらゆるレベルの役人を利用者本位とする取り組み
が始まりました。これで汚職役人による手続きの遅れが改善し、日本企業にとっても
現地での企業活動をやりやすくなるはずです。

首相就任後、最初に訪問した外国が隣国のブータンだった（写真：AP／アフロ）

（３）強力な外交力を発揮

インドの外交政策は、すべての国と平和で友好な関係を築くという主義を貫いてお
り、モディ首相は就任式に南アジア地域協力連合（SAARC）諸国のリーダーたちを
招待しました。これは、モディ首相がインドの経済成長を確実にするには、対外的な
平和と協調関係の構築が必須であると考えていること示しています。新政府はまた、
ブラジル、ロシア、中国、南アフリカやＧ２０諸国に対して幅広くメッセージを送り
ました。一方、主要国とはすでに安定的な関係ができている。中でも、日本はインド
が安全保障面でパートナーとする一国。モディ首相は７月の来日で安倍首相とさまざ
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インドは28州7直轄地域で成り立っている。面積は日本
の8.7倍、世界で７番目に大きな国だ（インド政府のホ
ームページより）

まな事柄を話し合う予定です。

国民を動かしたスローガン

（４）ナショナリズムの高まり

選挙期間中、国民の多くは「エーク・バーラト、シュレスタ・バーラト（インドを
ひとつに、インドを強力に）」と「サブカ・サート、サブカ・ヴィカス（みなの発展
のために団結しよう）」というスローガンに心を動かされました。インドの再生にあ
たっては、汚職や発展を妨げるものを許さないというのが、新政府のモットー。も
し、発展を目指しつつ、団結してより強くなれれば、インドは再び黄金時代を迎える
ことができると、多くの人が考え始めています。

（５）インドを魅力的にする多くの計画

モディ首相は選挙で、経済を再生するた
めに電力、道路、鉄道への投資を加速する
と公約しました。インドの財界はこの公約
に期待をかけており、国民の多くも彼が斬
新なアイデアでインドを発展させ、モディ
旋風がインドに新たな夜明けをもたらす歴
史的な偉業を達成すると考えています。

　　＊　　　＊　　　＊

以上のように、インドでは多くの変化が
起きつつあります。なぜ短期間でインドが
変わりつつあるのでしょうか。

モディ首相の支持者は、「彼の情熱が
人々を動かしている」と言います。彼が考えるインドの発展の絵図が明確で、その核
心は「５Ｔ（Talent=人材、Tradition=伝統、Tourism=ツーリズム、Trade=貿
易、Technology=技術）に焦点を当てることでインドのブランドを構築する」とい
うビジョンです。

送水網、光ファイバー網、新幹線といったインフラ計画はインドが最も必要とする
近代化計画です。それ以外にも、インド国内100カ所にスマートシティを作る、イン
ド工科大学（IITs）、インド経営大学院（IIMs）、全インド医科大学（AIIMS）を
インド28州すべてに作り、すべての国民がよい教育を受けられるようにする、とい
う計画もあります。

ただし前政権から厳しい財政状態が続いており、モディ首相は財政再建と経済成長
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の両方を同時に進めていく必要があります。すべての国民が満足できるような政策は
ありません。経済の再生やインフラ整備にあたって、一部の国民が強く反発するよう
な厳しい決断もしていくと思われます。病んだ経済を健康的にするには苦い薬も必
要、ということです。 これをうまく乗り切っていけるかどうか。日本を含む世界中
の多くの政府と同様、これはモディ政権の大きなハードルといえます。

この連載は、「モディ政権のインパクト」、そして「インドの魅力」についてニルマラさんが解
説します。次回は７月10日掲載予定です。お楽しみに！


